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論文内容の要旨
本論文はt (i) 組込み型 D8P の効率的なアーキテクチャ設計を支援するアーキテクチャ評価手法， および(ii)
組込み型 D8P の制御コードを自動生成する手法，についてまとめたものでt 5 章より構成されている。
第 1 章では， システム L81 や組込み型 D8P の動向，およびその設計における課題について述べており，本研究の
背景と目的を明らかにするとともに研究内容と成果について概説している。
第 2 章では，本論文が対象とする組込み型 D8P のアーキテクチャの特徴と，組込み型 D8P を用いたシステム L81
の設計の課題について考察し，関連する従来手法とその問題点を概観して本研究の位置付けを明らかにしているO




第 4 章では，組込み型D8P のためのリターゲッタフ。ルコンパイラのコード生成手法について考察しているD リター
ゲッタブ、ルコンパイラでは，非直交なデータパス構成に対して演算やデータ転送を資源に割り付けるパインデイング
問題，および，効果的に並列性を引き出すような演算およびデータ転送の実行手順を決定するスケジューリング問題




本論文は， システム L81 の最適設計の課題である組込み型 D8P の特定用途向き最適化に関する主要な要素技術と
して，組込み型 D8P のアーキテクチャ設計とコード設計に着目し，結果をまとめたものであり，以下の主要な成果
を得ている O












ており，組込み型 D8P を用いたシステム L81 設計の効率化に寄与するところが大きし、。よって本論文は博士論文と
して価値あるものと認める O
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